
水稲用一発処理除草剤水稲用一発処理除草剤
1キロ粒剤
フロアブル
ジャンボ

ノビエにより長く

アブル
ボ

●使用前にはラベルをよく読んでください。 ●ラベルの記載以外には使用しないでください。 ●本剤は小児の手の届く所には置かないでください。
本資料は2018年7月現在の登録内容に基づいています。

GEK-SPR3Aク

お客様窓口 TEL.03-4463-8271(9：00～17：30土日祝日除く）
ホームページ https://www.nissan-agro.net/
東京都中央区日本橋二丁目５番１号

は登録商標R

地上部だけでなく
地下部も…



第23215号1キロ粒剤

登録番登録番登録番登録番登録番号号号号号
有効成有効成有効成有効成有効成有効成分分分分分分

カカカカカカフフフフフフェェェェェンンンンンンスススススストトトトトトロロロロロローールルルルルルーー 容量容量容量容量容量

3.0%

メタゾメタゾメタゾメタゾメタゾメタゾスルフスルフスルフスルフスルフスルフロンロンロンロンロンロン

1.0% 1O、5O

第23217号フロアブル 5.4% 2.0% 500㎖

第23349号ジャンボ 7.5%

ダイムダイムダイムダイムダイムダイムロンロンロンロンロンロン

15.0%

30.0%

37.5% 2.5% 400N
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クログワイ　
　　

問問題題雑雑草草にに強強いい除除草草成成分分、、「「アアルルテテアア」」※※配配合合のの水水稲稲用用除除草草剤剤。。

問題問題雑草雑草・ク・クログログワイワイをはをはじめめ、ホホタルルイやイ シズイなイ ど、ど

多年年生雑生雑草の草の地上地上部だ部だけでけでなくなく、地、地下部下部も抑も抑えるえる。。

除草除草成分成分「アルテア」ア ※配合の『月光』が誕が誕生。生。

さらさらに、に、ノビノビエにエに対す対する効る効果持果持続期続期間を間を強化強化してし いるため、

後発生のノビビビエももも長期長期長 にわにわたったって抑て抑えるえることことが可が可能で能です。す。

ノビエにより長く

除草成分「アルテア」は、
問題雑草・

クログワイに強い！
（詳しくは4ページ）

カフェンストロール

除草成分・アルテア
（メタゾスルフロン）

+

ダイムロン
+

「アアルテルテア」は ホタホタルルイやクログワイなど 多年生の問の問題雑題雑草に草「ア「アルテルテア」ア」は、は、ホタホタルイやクログワイなど、多年生生の問の問題雑題雑草に草に草
卓効効を示を示す除す除草成草成分で分ですす。さらさらにに、従来のAALS阻害剤では防除し
づらくなったSU抵抗性雑草に対しても有効。幅広い草種の水田
雑草に対して優れた効果を発揮する、次世代のALS阻害剤です。

除草成分「アルテア」は、
次世代のALS阻害剤です。

＊剤型によって登録雑草は異なります。
†SU抵抗性の場合。感受性の場合は従来型ALS阻害剤でも十分な効果が期待できます。
●：非常に効果高い　◎：効果高い　○：効果あり　△：効果やや低い　ー：ほとんど効果なし

当社従来型ALS阻害剤
アルテア（新ALS阻害剤）
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◎アルテアの代表的な草種別除草効果
アルテア
とは？

水稲用一発処理除草剤水稲用 発処理除草剤

1キロ粒剤
フロアブル
ジャンボ

ブル
ボ

※アルテ※アルテル アはメタアはメタゾスルフゾスルフロンの愛ロンの愛称です。称です。称

地上部だけでなく
地下部も…

ノビエにより長く
■クログワイやホタルイなど、多年生雑草もしっかり枯殺！
■塊茎形成を抑制、翌年の発生要因を減らすことが可能！
■ノビエへの効果持続期間を強化！

■田植同時散布も可能！（1キロ粒剤）
■直播水稲にも使える！（1キロ粒剤）

ノビエへの効果持続期間が長い成分「カフェンストロール」をプラス。

ジャンボ

フロアブル1キロ粒剤

は登録商標R

■適用雑草と使用方法

適用雑適用雑草草 使用時使用時期期 剤型・剤型・使用量使用量

１キロ粒剤：
1OO/10/10aa

１キロ１キ 粒剤：
1O/10a

移植時

フロアブル：
50０㎖/10a

ジャンボ：
小包装(パック）
10個(400N）
/10a

使用方使用方法法

田植同時散布機で
施用

湛水散湛 布
又は又は

無人ヘ無人ヘリコプリコプターター
によるによる散布散布

湛水散布
又は又

無人ヘ人ヘリコプリコ タータ
によるによる散布散布

原液湛水散布布
又は

無人ヘリコプター
による滴下

水田に小包装
（パック）のまま
投げ入れる

作物名作物名

移
植
水
稲

直
播
水
稲

†本剤及†本剤及びそれぞびそれぞれの有効れの有効成分を含成分を含む農薬のむ農薬の総使用回総使用回数の制限数の制限を示す。を示す。

水田一年生雑草及び
マツバイ
ホタルイ
ウリカワ
ミズガヤツリ
ヘラオモダカ
ヒルムシロ
セリ
オモダカ
クログワイ
コウキヤガラ（フロアブルのみ）
シズイ

稲２葉期～ノビエ３葉期
ただし、

収穫9０日前まで

移植直後～ノビエ３葉期
ただし、

移植後3０日
まで

移植後3日～ノビエ３葉期
ただし、

移植後3０日
まで

移植後3日～ノビエ３葉期
ただし、

移植後3０日
まで

総使用総使用回数回数†††

■1キロ粒剤

移植水移植水稲
田植

使用時期
移植時移植時～ノビ～ノビエ3葉エ3葉期（移期（移植後3植後30日ま0日まで）で）

直播水播水稲：稲2葉期期～～ノビエビエ3葉期3葉期（収穫（収穫90日90日前まで前まで～～ ））。稲の。稲の根が露根が露出して出している時いる時の使用の使用は避けは避ける。る

ノビエノビエ3葉期3葉期

■フロ■フロアブアブルル・ジャンジャンボボ
田植田植 3日3日

使用時期
移植水移植水稲稲

移植後移植後3日～ノビエノビエ3葉3葉期期（移植（移植後3後30後30日まで日まで））

ノビエ3葉期期

■月光の使用時期 ■多年生雑草に対する散布適期

ホタルイ、ウリカワ、
ミズガヤツリ
ヘラオモダカ
ヒルムシロ
セリ
クログワイ、オモダダカカ
コウキコウキヤガラヤガラ
シズイ

２葉期まで
発生期まで
再生始期まで
発生始発生始期ま期まで
　 ーー
草丈3ｃｍまでｍまで

発生期まで
再生始期まで
発生始始期まで期ま
草丈2草丈200ｃｍまでで
草丈3草丈3ｃｃｍまｍまで

雑草名雑草名雑草名雑草名雑草名 1キロ1キロ1キロ1キロ粒剤粒剤粒剤粒剤粒剤 フロアフロアフロアフロアブブルブルブルブル

２葉期まで
発生期発生期までまで
再生始期まで
発生始生始期まで期まで
　　　ー
草丈3ｃｍまで

ジジャンジャンジャンジャンボボボボボ

3葉期まで
3葉期まで 3葉期まで

ノノノ
ビビビビ
エエ

△
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ククク
ロロロ
ググ
ワワワ
イイイイ

◎
●

本剤：１回

カフェンストロール剤:１回

ダイムロン剤:３回以内
（育苗箱散布では１回以内、本田では２回以内）

メタゾスルフロン剤:２回以内

本剤：１回

カフェンストロール剤:１回

ダイムロン剤:2回以内

メタゾスルフロン剤:２回以内

水田一年生雑草及び
マツバイ
ホタルイ
ウリカワ
ミズガヤツリ
ヒルムシロ
セリ
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しかも「アルテア」は、ホタルイにも強い！
多年生雑草の地上部だけでなく、地下部も抑えます。すす

ホタルイをはじめとする問題雑草を、長くしっかり抑えます。

ホタルホタ イ

除
草
効
果（
％％
））

移植後日数

2012年  日産化学圃場試験（埼玉県幸手市）
◎ホタルイに対する持続効果
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対照剤B剤B［5/14移植、移植5日後処理、移植後10日・16日・30日、43日後調査］

◎「アルテア」が地下部も抑制◎ホタルイに対する効果

◎ホタルイに対し、優れた活性 ホタルイホタルイ２葉期処２葉期処理 理 2012012年 2年 日産化学日産化学生物科学生物科学研究所研究所

20122012年  日年  日産化学生産化学生物科学研物科学研究所温室究所温室内試験内試験

月光 散布前 月光 35日後 無処理 35日後

根
重
増
加（g（（
／
g

30
個
体
）

根の量根の量根根根根根のの量量のの根根根の根 量の根根根の量根根の量根のの根根根根根の量

増増

減

［1/1［1/100000000aポットaポット、埴壌土、埴壌土、播種深、播種深度2cm度2cm
播種15播種15日後処理日後処理（SU抵（SU抵抗性ホタ抗性ホタルイ2葉ルイ2葉期）］期）］  

-0.1

00 33 77 1010 41414
0.0
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0.2

0.30

処理後処理後処 後日数日数日数

地上部だけでなく、地下部も抑制。安定した効果を発揮します。

アルテア剤
従来型SU剤
無処理

枯殺！
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月光1月光1キロ粒キロ粒剤剤 対照剤対照剤BB
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除
草
効
果（
％
）

20112011年  日年  日産化学圃産化学圃場試験（場試験（埼玉県幸埼玉県幸手市）手市）

［5/7［5/7移植、移移植、移植26日植26日後処後処理理（（SU抵抗性ホタルイ2.5葉期）、54）、54日後調査日後調査］］

4

クログワイに
強い理由-1

クログワイに
強い理由-2

クロググワイに
強い理由-1強い理由-1 地上部はもちろん、地下茎の伸長と分株も抑制します。

クロググワイに
強い理由-2強い理由-2 塊茎形成も抑制し、翌年の発生も減らします。

アルテルテア（1ア（100gg aiai/10/10a）a）有効成分A（7.55gg aia /101 a）無処理無処
　　

◎クログワイの地下茎と分株に対する効果 20122012年　日産年　日産化学研究化学研究所温室内所温室内試験　処試験　処理時のク理時のクログワイログワイ茎長5～茎長5～12cm12cm、56日、56日後観察後観察

アルテア対照剤B無処理
　　

◎クログワイの塊茎形成の比較 (10～20cm深での塊茎） 20122012年  日年  日産化学圃場試験（栃木県宇都宮市） 試験規模:5㎡5㎡ 6/16/14処理、4処理、10/210/2採掘、1採掘、1㎡×3㎡×30cm深

アルテアがアルテアが
塊茎塊茎も
減らす！減らす！

アルテアが
塊茎も
減らす！

注）クログワイは土中深いい所まで広範囲で塊茎をつくります。この写真は、一部の深さについての調査結果を示したものです。

アルテアがアルテアが
根も
止める！止める！

アルテアが
根も
止める！

地上部だけでなく
地下部も…

問題雑草・クログワイに強い､除草成分「アルテア」を配合！
塊茎を減らし、翌年の発生をしっかり防ぎます。
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月光は、長期にわたってノビエの発生を抑える！
SU抵抗性雑草にも優れた効果を発揮します。

ホタルイや多年生雑草をはじめ、ノビエ、SU抵抗性など！
様々な問題雑草に対応します。

「カフェンストロール」の配合により、ノビエへの効果持続期間を強化！

コナギ・アゼナなどのSU抵抗性雑草にも、優れた効果を示します。

◎ノビエに対し、優れた活性 ノビエ3葉期処理    2012年  日産化学生物科学研究所

月光 散布前 月光 28日後 無処理 28日後

「「カフェンストロール」の 合配合により、 ビノビエへの効 持果持続期続期間を強強化！

コナギギ・ ゼアゼナなどどのSU抵抗抵抗性雑性雑草草にも、優優れ 効た効果を示します。

「カフ スト ル」の」 配合配合により、ノ の効効果持果持続期続期間を強化強化

◎ノビエに対し、優れた活性 ノビエ3葉期処理    2012年  日産化学生物科学研究所

月光 散布前 月光 28日後 無処理 28日後

ナギギ アゼナなどの 抵抗抵抗性雑性雑草に草 も、優れ優 た効効果を果 示し示 ます。優優
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）

2011年  日産化学研究所温室内試験

◎ノビエに対する持続効果

◎コナギに対する効果
2011年  日産化学圃場試験（埼玉県幸手市、白岡市）

2012年  日産化学圃場試験（埼玉県幸手市） 2011年  日産化学圃場試験（埼玉県白岡市）

◎アゼナに対する効果

◎発生後のノビエ（3葉期）に対する効果

月光1キロ粒剤　　　　ツインスター1キロ粒剤　　　　対照剤B　　　　対照剤C

◎月光1キロ粒剤　委託試験における除草効果

◎月光剤の委託試験における薬害頻度

◎月光フロアブル　委託試験における除草効果

◎月光剤の委託試験における薬害頻度

◎月光フロアブル　委託試験における除草効果◎月光1キロ粒剤　委託試験における除草効果

3つの有効成分の組み合わせで、水田の問題雑草に幅広く対応します。

優れた効果は、委託試験においても確認されています。

500g/10a
1kg/10a

埼玉県幸手市
埼玉県白岡市

発生前～1葉期　　　　　　2.5葉期まで　　　　　　3葉期まで 発生前～1葉期　　　　　　2.5葉期まで　　　　　　3葉期まで

無　　　　　　微　　　　　　小　　　　　　中以上

メタゾスルフロン
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月　光

◎

●

●

●

●

●

●

○

●

●

○

●

◎

◎

●

◎

○

◎

◎

◎

●

◎

○

◎

◎

△

◎

◎

△

◎

ダイムロン ー ー ○ ○ ー ー ー ー ー ー

商品名商品名商品名 残効残効残効

ノビエノビエノビエ ホタルホタルホタルイイイ＊＊ コナギコナギコナギ＊＊ 広葉広葉広葉＊＊ ウリカウリカウリカワワワ

◎

ー

△

◎

セリセリ

◎

ー

△

◎

オモダオモダカカ

●

ー

△

●

シズイシズイ

●

ー

△

●

クログクログワイワイ
生育期生育期生育期 残効残効残効 生育期生育期生育期 残効残効残効 生育期生育期生育期 残効残効残効 生育期生育期生育期 残効残効残効 生育期生育期生育期

5日後

15日まで

16日以降

(132例)

(124例)

(78例)

0 20 100806040
頻度（％）

2010-2011年（94例） 2010-2011年（92例）

2010-2012年（北海道を除く）

枯殺！

0

20

40

60

80

100 999

月光1キロ粒剤 対照剤B 対照剤D

955 9922

除
草
効
果（
％
）

0 0 10 20 30 40 50

20

40

60

80

100

除
草
効
果（
％
）

移植後日数

ノビエ カヤツリ コナギ 広葉 マツバイ ホタルイ ヘラオモダカ ミズガヤ ウリカワ ヒルムシロ セリ
0

20

40

60

80

100

除
草
効
果（
％
）

◎月光ジャンボ　委託試験における除草効果

発生前～1葉期　　　　　　2.5葉期まで　　　　　　3葉期まで

2010-2012年（104例）

ノビエ カヤツリ コナギ 広葉 マツバイ ホタルイ ヘラオモダカ ミズガヤ ウリカワ ヒルムシロ セリ
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71 2424242424

86 14
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［5/14移植、移植5日後処理（ノビエ発生始め）、移植後10日・16日・30日、43日後調査 ］

［SU抵抗性コナギ3～4葉期散布、56日後調査］

［幸手市試験：5/7移植、5日後処理（雑草発生前）、54日後調査］
［白岡市試験：5/20移植、3日後処理（雑草発生前）、42日後調査］
注）効果安定の為、アゼナは発生前に散布してください。

●：非常に効果高い　◎：効果高い　○：効果あり　△：効果やや低い　ー：ほとんど効果なし　＊SU抵抗性の場合

［5/12移植、16日後処理（ノビエ3葉期）、58日後調査］


